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広告掲載の申し込みは（株）新潟日報メディアネット（☎025-233-3500）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ
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５日に開会
12月議会定例会

物価高騰に対応
暮らしを支える給付金を支給

　提案される議案は、一般会計補正予算や条例の改正などです。
●会期　12月５日（月）～23日（金）
■問 �議会事務局議事課（☎025-226-3395）

　光熱費などの物価高騰や灯油購入費などへの支援のた
め、給付金を支給します。　
※詳しくは新潟市ホームページに掲載
●支給額（１世帯）　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付金…５万円▷物価高騰対策支援金…１万５千円
■申 来年１月31日（火）までに所定の申請書を物価高騰対策支援金セ
ンター（☎025-247-8330）へ

支給対象 申請書入手方法
令和４年９月30日時点で新潟市に住民票
がある、令和４年度の住民税非課税世帯 11/25までに各世帯へ順次発送

物価高騰の影響で令和４年１月以降の収入
が住民税非課税世帯と同水準となった世帯

新潟市ホームページに掲載。
区役所、出張所でも配布
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Ｇ７新潟財務大臣・中央銀行総裁会議
ボランティアを募集

●募集人数　50人程度
●活動期間　来年５月11日（木）～13
日（土）
●活動内容　朱鷺メッセや新潟駅など
での各国代表団の歓送迎、観光・食・
文化のアピール、ほか
●応募資格　次の全てに該当する人
❶TOEICスコア470点以上または同程
度の語学力があり、英語で新潟の情報（観光、食、文化など）を提供
できる
❷期間中、１日単位で活動できる
❸来年２～４月の土・日曜に実施する研修（２回程度）に参加できる
■申 12月９日（金）までに新潟市ホームページから申し込
み、または所定の応募用紙を同会議開催推進協議会事務
局（2023年Ｇ７サミット推進課内☎025-226-2158）へ
※応募用紙は新潟市ホームページに掲載。同事務局（市役
所ふるまち庁舎）、区役所でも配布

同会議関連イベントなど 実施団体に助成
●対象団体　県内に活動拠点のある法人格を有する団体、ほか
●対象事業　来年２月１日～５月13日に「財務・金融」または「新潟
の魅力」などをテーマに行うもので、県民が参加でき、同会議の開
催を盛り上げる事業
●助成率　対象経費の２分の１以内（上限100万円）
■申 12月21日（水）までに所定の申請書と必要書類を同事
務局へ　※申請書は新潟市ホームページに掲載。同事務
局でも配布
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G20新潟農業大臣会合開催時の様子 
（2019年）

新潟市広報課Facebookで動画を公開中
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　中原市長が西区の魅力を体験した様子を動画
で公開しています。過去に各区を訪れた時の様
子も見ることができます。

　これからの時季、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザが
同時流行する可能性があるといわれています。基本的な感染対策を
徹底し、体調不良時への備えをしましょう。
■問 保健管理課（☎025-212-8194）
基本的な感染対策

体調不良時への備え
　抗原定性検査キットや解熱鎮痛薬、１週間分の食料品や日用品を
準備しておきましょう。備蓄品を購入するときは特定の店舗で買い
占めず、インターネット通販などを活用しましょう。

新型コロナウイルス感染症対策 No.36

感染拡大への備えを

×密接
×密集
×密閉

状況に応じた
マスクの着用

小まめな
手洗い ３密の回避 換気

八区魅力発見⓲　～西区編～中原八一
市長が行く

今回の見どころは？
――北国街道の宿場町として栄えた赤塚
地区を訪れました。まず、ラムサール条約
湿地の佐潟で潟の成り立ちや保全活動な
どの説明を聞き、潟舟で潟へと繰り出しま
した。水鳥の生息地として重要で、多くの
人に支えられていると改めて知りました。
ほかにはどこを訪れましたか？
――「赤塚・佐潟歴史ガイド」の飯田哲男会
長から地域の歴史や文化遺産についてのお
話を聞いた後、同会の安澤勝男さんの案内
でまち歩きを行いました。平安時代からの
歴史を持つ赤塚神社では、地元の方が詠ん
だ俳句の奉納額を拝見しました。赤塚が豊
かで文化が栄えた地域であったことをうか
がい知ることができました。
　最後に訪れた国の登録有形文化財「中原
邸」では、ご当主の中原堯

たか

之
ゆき

さんから歴史
ある邸内を案内していただきました。数多
くのふすま絵や、明治天皇が北陸訪問の折
に昼食を取った「上段の間」などを拝見し、
明治時代にタイムスリップしたような、わ
くわくする時間を過ごしました。
　赤塚地区はこのほかにも数多くの見どこ
ろがあり、まち歩きにはぴったりです。ぜ
ひお出かけください。

▲中原邸。左から太田さん、安澤さ
ん、中原市長、中原堯之さんと妻の
恭子さん。毎年春と秋に一般公開さ
れています

▲大正13年、当時皇太子だった昭
和天皇の成婚時に奉納された額。こ
のほかにも俳句の奉納額があります

▲潟舟の船頭は「佐潟と歩む赤塚の
会」の太田和宏さん。同会代表の涌
井晴之さんのお話を聞きながらゆっ
たりと潟を巡りました

　近距離で地域の魅力を再発見する「マイクロツーリズム」が注目を集めてい
ます。今回は西区を訪れました。


